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本発表のOutline

１．ワークショップの流れ

２．IRIISの紹介
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１．ワークショップの流れ
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班員紹介
図書館員

ＵＲＡ（研究評価） リポジトリ管理

野間口 真裕

京都大学
北部構内共通事務部

田村峻一

滋賀医科大学
附属図書館

柏倉 美紀

海洋研究開発機構
地球情報基盤センター

堀久仁子
自然科学研究機構
国立天文台

研究力強化戦略室

図書館員
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A班のテーマ
＝機関内の研究情報の収集・管理

各機関からの課題を洗い出し

概念を整理・参考となる事例を調査

システムの企画構想
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• 集約化
現状はグループ（部署やプロジェクト等）ごと
機関でまとめると→研究評価〇 広報〇

• 簡便化
研究データ管理は図書館員にとって
新しい仕事であり、あまり人員を割けない。
簡単な操作は、研究者の参加も促し、
効果的に情報を集約できる。

課題の洗い出し
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概念整理

研究情報＝研究に関する情報 とは？
・研究者情報
・グループ情報
・研究成果情報

論文 一次資料

学会発表 メタデータ

研究データ

etc. 7



参考事例調査

日本語版作成：栗山正光「OAIS参照モデルの概要」（2009）
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drfml/pptWCpikarGey.ppt
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名称

IRIIS
=Institutional Research Information Integrated System

（機関内研究情報統合システム）

システムの企画構想

9



２．IRIISの紹介
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IRIISの位置づけ = Hub

IRIIS

管理者
研究者 外部DB各種

手入力
一括入力

API自動取得

業績DB・リポジトリ等

Closed

Open
11



IRIISの中身
＝４つのテーブル

IRIIS

研究成果情報
テーブル

グループ情報
テーブル

データ保存
スペース

研究者情報
テーブル
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研究者情報画面イメージ
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研究者情報フロー概念図

・researchmapとのデータ交換を利用
・IRIISでは退職済み研究者の情報も保持 14



グループ情報画面イメージ
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グループ情報フロー概念図

・グループ情報を持つことで、
グループ単位での研究成果集約に有用 16



画面イメージ（研究成果情報）

1.取り込みデータ
2.公開情報入力待ち
データ

3.公開データ
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研究成果情報フロー概念図

・本文データ等（アタッチファイル）登録可能
・研究データもうまく自動取得できるかは課題
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画面イメージ
（データ保存スペース）

・To Doリスト、カレンダー機能が付属
・各研究者およびグループに200GB
→申請により増設可能

・管理者からも見られない
→必要に応じ他の研究者と共有
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保存スペースからの公開

・研究終了後の研究データは
管理者がメタデータ入力→公開
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本発表の振り返り
機関内の研究情報を収集・管理する
実務者としての立場から、統合シス
テム“IRIIS”を提案

集約化・簡便化を指向
４つのテーブルを軸としたシステム
構成
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今後の展開

本システムは仮想の大学向け
外部システムの状況も変化の只中
(researchmap2.0, CiNii for Data, ORCID, JaLC2 … )

このようなモデルが標準化し、
広く普及することが望ましい。
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詳細な成果物は
NII教育研修事業のページへ
http://www.nii.ac.jp/hrd/ja/ciws/h28/curritxt.html

A班最終報告書
http://www.nii.ac.jp/hrd/ja/ciws/report/h28/h28_gr1_final_1.pdf

IRIIS仕様書
http://www.nii.ac.jp/hrd/ja/ciws/report/h28/h28_gr1_final_2.pdf

ご清聴ありがとうございました。
Thank you for listening.
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